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社会技術研究開発事業 
科学技術の倫理的・法制度的・社会的課題 (ELSI) への包括的実践研究開発プログラム 

プロジェクト企画調査 事後評価報告書 
 

「科学技術の倫理的・法制度的・社会的課題 (ELSI) への包括的実践研究開発プログラム」 
プログラム総括  唐沢 かおり 

１. 課題代表者 
  丸山 康司 (名古屋大学 大学院環境学研究科 教授) 

２. 課題名 
  環境正義を踏まえた再生可能エネルギー利用のガバナンスの検討 

３. 実施期間 
  2023 (令和 5) 年 10 月 1 日 ～ 2024 (令和 6) 年 3 月 31 日 

４. 事後評価結果 

プロジェクト企画調査の目標達成状況（公開） 
本企画調査は、社会的公正に資するエネルギー転換を実現するガバナンスの手法を確立す

るための準備として、再生可能エネルギー事業に伴う社会的紛争や摩擦が生じる社会構造と

解決のための選択肢を明らかにすることを目標として実施されたものである。 
採択に際しては、多様な価値観を持つ主体が複数存在する社会における合意形成の方法論

について検討すること、ガバナンス（配分・手続き）の範囲や合意形成の対象・時期などを定

義・明確化していくための議論を重ねること、対象とする技術をより具体化し、様々な専門

性を有する専門家を巻き込んだ体制を構築すること、また海外の研究者や団体などとの協力

関係を構築することを期待した。 
企画調査の結果、再エネ導入に関連する利害対立の構造、環境影響に関するファクトチェ

ック、立地地域の経済効果など、再エネのガバナンスについて多面的な検討が行われた。特

に再生可能エネルギーの事業についてはかなりのケースを調査しており、利害得失を住民の

目からみたものを含めて可視化、明確化したことは評価に値する。 
もっとも、ガバナンス、トレードオフ、シナジーそれぞれの実施項目に基づき、論点収集・

論文調査など予備的調査が進められた一方で、システマティックコンセンシングや順応的管

理手法といった各項目で検討した事項については、課題領域をどの程度カバーした検討にな

っているのか、どのような課題が残るのか、という点が必ずしも明確ではない。また、トレ

ードオフにかかわるパラメータ間の関係や、今後の議論における位置づけについてもわかり

にくい。 
研究開発プロジェクトの提案に際しては、本企画調査で得た検討を生かしつつ、今後の時

系列的な地球環境問題の展開も踏まえたうえで、再生エネルギーの社会実装課題やそのガバ

ナンスにかかわる ELSI を明晰に議論できる研究構想へと練り上げていただくことを期待す

る。 
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〈プログラムアドバイザー〉 
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中川 裕志  理化学研究所 革新知能統合研究センター 
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